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Rあるいは SAの適用については，具体的な研究対象は

現在ありません.しかしこの分野では，モデルの開発が

一種の流行となっており，モデルが完成すれば問題が解

決できるといった感が強いので，私自身の過去の研究の

反省を含めて，複雑な構造を持つ都市問題解決へのOR

. SA手法導入の可能性と限界を基本的に再検討し，都

市行政の場へのOR. SAの定着化のための新たな視点

を模索しているこのごろです

塁哲富菌類整天野 正博

林業でのOR 森林は 1 度伐採すれば再び利用できる大

ORカリキュラム特集を期待最近少しばかり興味を注 きさに育てるまでに40~50年要します.現在の需要だけ

いでいるものとして，コンピュータネットワークやコン にとらわれてどんどん伐採していけば，いつか山に幼齢

ピュータシステムなどの性能評価を定量的に取りあっか 木ばかりで成熟した木がなくなるといった事態が生じる

う最適化問題がある.そこには評価すべきシステムの背 わけです. ですから毎年どれだけの森林を伐採するか

景を把握し，さらに種々のOR的な手法の適用や有効な は，現在の需要と同時に数十年先の木材需給関係も考慮

計算アルゴリズムの開発が要求される.この有効な計算 に入れてきめなければなりません.しかも林木は米とか

アルゴリズムが最近ますます重要視されているようでも 麦のように実ったら収穫というわけにはし、かず，用途に

あり，そのようなことも含めて数値解析の分野で、奥野監 応じて異なる太さのものが要求されるので，収穫時期は

修・玄幸子『数値計算アルゴリズム入門』が 4 月刊行され 単純にはきまりません.このように一般の工場における

る. 生産計画とは質的にかなり異なった林業での生産計画に

IEEE-CS の Comp.Mag. 12月号 ('75) の“教育特集" おいても， ORがうまく活用できるかどうかいろいろ F試

のようなものを，“OR関係のカリキュラム特集"として しているところです.

本誌に期待したいものである.また学生会員の活動，た

とえば電通学会学生会員による最近トピックスの講演会

や卒研発表会 Asso. for Comp. Mach. の学生会員に

よる発表の中から位から 3 位までの論文を Comm.

of ACMに掲載等のようなものを通して，本学会のたゆ

まぬ成長を望み，学部・院生Tこちに IEEE や ACM の

学生員よりも本学会に推奨できるような魅力ある学会を

期待したし、ものである.

31-聖2量発研究所 小津紀美子

新たな視点を模索中 現在主として，新製品の需要予測

モデノレの開発を進めております.市場に出回っていない

製品を対象としていますので，その製品の，社会へもた

らすインパクトも評価した形で、取り入れたいと考えてお

ります.

課長諸経自学科 星野 県二

圏内留学を契機に 福大へ赴任して情報処理を担当しは

じめてから，この 4 月でちょうど 2 年が経過したところ

です. 3 年目の授業内容をどのようにしょうかと思案し

ていたところへ，運よく情報処理関係内地研究の申請が

本省を通った旨，内報が飛び込んできました.正式通知

がきたなら，本年度は東工大の総合理工学研究科システ

ム科学研究室へお世話になり，システム理論について忠臣

く掘り下げてきたし、と考えております.

現在まで主として大学院で専攻した生産管理を研究対

象の中心として，在!事管理やスケジューリング問題等に

興味を持ってきました.また同時に研究手法としては，

電子計算機と結びついたシステムの特性解析一般に関心

を持ってきました.とくにシミュレーション言語にも輿
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I\jとがあり主す.しかし国内留学を契機として，有意味な

範囲で，研究対象を一般システムへと拡張してみたいと

考えています.

里i議論主学科志水 清孝

実際問題に学ぶわれわれのシステム制御研究宅では，

システム最適化理論と最適制御の研究を行なっている.

最近のテーマには，分権的な階層制、ンステムにおける意

思決定と情報伝達の構造ならびに最適化問題として定式

化した場合の計算方法がある.大規模な複合システムの

設計，計図~，制御に関して計算方法の見地のみではな

く，分権的・ンステム，多目的システムの見地から新しい

意思決定の方法論を考えている.そのために従来の数理

"十両法のみならず，人間の意思決定能力を利用した対話

JíI!の計画法をも研究している.制御では，加える位買が

IIf動な操11'入力を持つ分イti定数系の最適jjjlJ御を研究して

いる.

当初f究率の特色は箭Ij御と ORの問題を区別していない

ことであろう.現在手がけている応用問題には，生産活

動と環境保全の多目的問題，工業・社会システムの生産

社商・資源配分・物質輸送の給合、ンステム制御，事故を

考慮したコンビナート群の設計問題，植物工場の制御と

野菜の生産スケジューノレの複合問題などである.実際問

題の学向から，たとえばいろいろな新しいタイプの，し

かしそれ自体数学的な多品種ネットワーク流れ問題を学

vぶことヵ:で、きる.

主主義喜善鰐:ータ通伝部 牧野 明友

することができないことなど経験のない人には十分理解

してもらえないようである.むずかしい数式を使う理論

は必要ないが，だれにでも納得してもらえ説得力のある

忙しさを表わす方法はないものかと思っている.

器王事会学 矢部 真

交通システム部会へどうぞ 1976年 3 月 31 日付で国鉄退

職後在職した新日鉄を退職しました. 今後は '73年に発

足した上記学科主任教授を軸に，東大・法政大・工学院

大の講師も兼ね，学生の教育・指導のほか，ライフワー

クである「交通システムと ORJ の研究をつづけるつも

りです.

新日鉄では生産管理部~属託で当初 2 年間の契約で、した

が， IFORS の関係もあって 2 倍の期間となりました.

のんびりした話ですが，入社するまでわが国の鉄鋼技術

が新幹線同様世界 l であることを知りませんでした. 1 

つには家電・自動車と異なり一般消費者になじみの薄い

基幹産業であること.もう I つには，他業界に劣らずO

Rが活用されてし、るにもかかわらず，業界の団体内で、の

グノレープ活動が多く，例外を除いて学会などで発表され

たり，理事以上になる方が皆無といってよいくらい少な

いためでしょう.業界を代表してと思いますが，この 4

月 27 日午後，第 1 fí1]日本 OR学会OR実施賞が新日鉄に

授与されることを退職後知りひそかに喜んでいる 1 人で

す.

ところで，学会では浅学非才ーにもかかわらず「交通シ

ステム部会j の主査を 2 年間やらせていただき，もう 1

年間だけ延長が認められました.各界の有能な方が月 1

lhlわずか 2 時間ですが， (第 3 金曜 18. 00~20. 00，東洋

経済新報社)参集し，情報交換を主にして研究活動をつ

忙しさの表現方法わが社が数年前からはじめたデータ づけております.主査としての，悩みのタネは手法中心

通信のユーザー訓練を担当しているが，ユーザーである の部会でないこと，機関別にタテ割りが強くハード中心

会社の仕事の都合，受講者自体の都合，データ通信を提 で進んできて総合的な見方がなされていないこと，メン

供するわが社の方針，講師の個人的な都合，交通ストラ パーが多忙なため協同して演習問題がやれないことなど

イキなどいろいろの要凶のため， 訓練コースの設定8，'1' です.

j現，訓練設備数，講師数などの決定，確保に背労してい 定員数があるわけで、もなく，希望される方は富沢健一

る. 幹事 (KK ジャステック管407-2172) までお申込みく

ユーザー訓練という仕事は一般事務とちがってきめら ださい.侍 1 [1110名内外参集しています.メンパーの方に

れた時間割にしたがって授業をすすめなければならない 主として話していただし、て，討論，ときには文献紹介な

こと，何か月も前から予約している多数の会社から受講 ど.出身学科・職業はうかがL、ますが，出身大学などは

者がきているので、rilM刊が不足すると急に休 rN~ したり延期 不要です.
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